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音響学的手法を用いたスケトウダラ北部日本海系群の資

源動態評価と産卵場形成に関する研究（学位論文）

三宅博哉 

調査船北洋丸と金星丸に装備された計量魚群探知機を用

いてスケトウダラ北部日本海系群の現存量調査を行い、

VPA の結果と比較した。また、音響調査で得られたス

ケトウダラ分布深度と水温の関係を分析してスケトウダ

ラの分布深度が水温の影響を受けて変化することを示し

た。さらに、長期間にわたる産卵群漁獲量と沿岸水温の

関係を分析し、再生産関係は低水温・高RPS期と高水温・

低RPS期の二つの期間に分けられると考えた。近年はス

ケトウダラ卵分布調査から積丹半島以北の産卵場が衰退

していることを示した。以上から、水温の上昇により産

卵回遊経路が変化して産卵場の形成が南方に偏ったこと

が近年見られる低RPSの原因と推察した。

Ａ471　北水試研報　81　1−56　2012

北海道日本海南部海域におけるベニズワイの漁業管理に

ついて

星野　昇 

道南海域のベニズワイ資源は漁獲可能量で管理されてい

るが，その動態には不明な要素が多く，一般的な資源管

理手法が適用できない。本稿では，毎年の漁獲可能量を，

CPUEトレンドのみに基づく簡単な算出方法で計算する

制御ルールを用いた場合の効用やリスクを，オペレー

ティングモデルで評価した。数種の管理シナリオを検討

したところ，管理開始時点における漁獲圧の規模に応じ

て各シナリオで長短が異なった。数量管理に並行して漁

獲努力量の制限措置を継続するなど補足的な措置が必要

と考えられた。今後の実用に際しては，現在の漁獲努力

量の水準と資源尾数のトレンドを実態に近いものとして

推定することが必要である。

Ａ473　北水試研報　81　117−124　2012

標識魚の遡上状況からみた北海道尻別川水系内でのサク

ラマスの母川回帰

宮腰靖之，高橋昌也，大熊一正

卜部浩一，下田和孝，川村洋司 

2007年秋、北海道尻別川水系でサクラマスを捕獲し標識

魚の割合を調べたところ，主な放流場所である目名川で

は標識魚の割合は80.5％であったのに対して，それ以外

の10支流での標識魚の割合は4.3％であった。目名川以

外では標識魚の割合が低いことから，サクラマスは同一

水系内の支流間でも母川回帰する可能性が高いことが示

唆された。目名川以外で見つかった標識魚はスモルト放

流された個体であったが，スモルト放流魚の一部は本流

の下流部に輸送放流されており，飼育，放流過程が母川

記銘に関係している可能性も考えられた。

Ａ474　北水試研報　81　125−129　2012

サクラマスOncorhynchus masou masou のスモルト化に

関する生理生態学的研究およびその増殖事業への応用

（学位論文）

河村　博 

サクラマスのスモルト化（スモルト変態）に関して , 浮
上稚魚の日周行動および分散移動 , 野生河川集団の幼魚

の季節的成長速度 , 流程分布に基づく幼魚集団の移動と

成長 , 降海移動 , 血中甲状腺ホルモンの変動 , 海水適応

能の発達を明らかにした。飼育実験で水温 , 日長（光周

期）および遺伝 によるスモルト化の影響を調べ , 本種の

スモルト化が夏季長日日長による抑制 , 秋季特定日長に

よる解除 , 冬季低水温による抑制 , 翌春の日長・水温の

増大による集団固有の遺伝的スモルト化発達のプロセス

を示した。さらに大型スモルト放流の有効性と沿岸摂餌

生態を明らかにし , 本種のスモルト放流技術に関する改

善策を提案した。

Ａ472　北水試研報　81　57−116　2012
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網走湖におけるワカサギの形態的・生化学的初期発育過

程

虎尾　充 

網走湖におけるワカサギ天然魚の初期発育を形態的・生

化学的な指標を用いて検討した。形態的には発育段階の

移行期である全長12mm，33mm，42mm，54mmに体型

の変曲点があると考えられた。RNA/DNA 比およびタン

パク質 /DNA比の変化から，網走湖産ワカサギは仔魚期

には盛んな細胞分裂が中心の増殖的成長，仔魚期から稚

魚期への移行期には細胞の大きさが増大する肥大的成

長，稚魚期以降は増殖・肥大的成長が中心の成長様式を

持つと推定された。特に顕著な形態的・生化学的な発育

段階の変化が認められた脊索屈曲期（Phase D）は食性

転換が認められる時期と対応しており，形態形成・生理

的な発育段階・食性移行の関連性が推測される。

Ａ475　北水試研報　81　131−139　2012

群別川，毘砂別川および濃昼川におけるサクラマスの産

卵床分布（短報）

下田和孝，川村洋司 

北海道の非保護水面 3 河川（群別川，毘砂別川および濃

昼川）でサクラマスの産卵床の分布と数を調査し，既報

の保護水面河川の事例と比較した。各河川で発見され

た産卵床数は，群別川では探索距離 9.1kmに対し165床，

毘砂別川では探索距離2.0kmに対し20床，濃昼川では探

索距離9.2kmに対し133床であった。探索距離 1 ㎞あたり

の産卵床数は，近隣にある保護水面河川の厚田川と同等

であったことから，これらの非保護水面河川はサクラマ

スの繁殖場所として保護水面と同等に重要であると考え

られた。

Ａ477　北水試研報　81　145−148　2012

洞爺湖で採捕された巨大なヒメマス

内藤一明 

2009年 10 月，極めて大型のヒメマスが洞爺湖で採捕さ

れた。採捕個体は婚姻色の出た雄であった。本湖におけ

る大型のヒメマスの報告は田中舘（1925，1940）以降，

半世紀来の三度目の報告となる。

Ａ478　北水試研報　81　149−150　2012

都市近郊河川で観察されたサケとサクラマスの産卵床密

度（短報）

宮腰靖之，卜部浩一，安藤大成 

2008年 9 月29日，北海道恵庭市を流れる石狩川支流漁

川の 9 kmの区間を踏査し，サケとサクラマスの産卵床

の数を調べた。調査区間でサケの産卵床が440床，サク

ラマスの産卵床が94床確認され，100m あたりの産卵床

の分布密度はサケで4.9床／100m，サクラマスで1.0床／

100mであった。都市近郊を流れる漁川でも高密度でサ

ケとサクラマスの産卵床が造成されていることが観察さ

れ，このような自然産卵個体群と産卵環境を保全してい

くことが重要と考えられる。

Ａ476　北水試研報　81　141−143　2012
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外来種ヨーロッパザラボヤAscidiella aspersa（Müller，
1776）の生物学的特徴と簡易識別および同定について（技

術報告）

金森　誠，馬場勝寿

長谷川夏樹，西川輝昭

北日本のホタテガイ養殖漁場で漁業被害をもたらしてい

る外来種ヨーロッパザラボヤについて，生物学的知見を

整理し，形態学的な手法による在来種との簡易識別およ

び同定方法を検索表としてまとめた。これは北海道産の

標本の観察により，（1）被嚢外観から在来類似種との識

別は困難であること，（2）筋膜体外観から在来類似種と

の簡易識別が可能であること，（3）筋膜体内部の観察に

より，正確な同定ができることを確認し，（2），（3）を

体系的に整理したものである。ヨーロッパザラボヤは新

たな海域での漁業被害発生が懸念されており，正確かつ

迅速な同定により，定着防止あるいは漁業被害軽減のた

めの対策を講じることが望まれる。

Ａ479　北水試研報　81　151−156　2012
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